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        指定管理に関する報告  

 

 ５月２１日より、学童保育クラブ指定管理者の募集が行われました。今回の募集は、既存

に運営されている学童保育クラブが１３ヶ所、新規に開設する小山中央学童保育クラブと、

大戸小学校内へ移転をする大戸のびっ子学童保育クラブが新規募集クラブです。また、ころ

ころ児童館および学童保育が一括募集と、全部で１６ヶ所の募集となりました。 

 当法人は現在１１か所の学童保育クラブを運営していますが、６月１６日に理事会を開催

し、大戸のびっ子学童保育クラブへ応募することを決定し、申請書を提出しました。 

 ７月１３日に選考委員会にて、プレゼンテーションを行いました。選考委員会では３名の

委員による質問がありました。 

選考の結果、８月１１日付にて、大戸のびっ子学童保育クラブの指定管理候補者に決定し

たとの通知書が届きました。 

正式な決定は９月の市議会にて承認された後となります。 

指定期間は２０１０年４月１日から２０１５年３月３１日までとなっています。 

  

  

第６回 保護者会交流ソフトボール大会のお知らせ 

      毎年恒例となりました、ソフトボール大会の準備を、実行委員の 

方が中心となって進めています。今年はどんな熱きドラマが生ま 

れるでしょうか。毎回、ソフトボール大会をきっかけに保護者会 

の交流が深まった、地域に多くの友人ができた、などの声が寄せ 

られています。 

秋の一日、爽やかな汗をかいてみませんか。ふるってご参加く 

ださい。 

 １０月４日（日） 相原中央グラウンド、多目的広場 

          １０：００より開会式予定。 

 



 

 

 

各クラブ指導員のお勧め工作です。ぜひ、お休みの日にお子さんと作ってみてください。 

 

滞空競技用折り紙飛行機 

紙（A４のコピー用紙がおすすめ）、ホチキス 

 

紙飛行機と言えど侮れません。ケント紙を張り合わせたり、バルサ材と合体させたりして、上手に作れ

ば見えなくなるまで飛んでいってしまうものもあります。 

折り紙飛行機でも、本物そっくりに作り上げる高度なものから、昔ながらのものまで幅広いです。

これは『へそ飛行機』を改良した競技会用の折り紙飛行機です。“へそ”が内側に入っています。体

育館でも校庭でもとってもよく飛びます。図師クラブの春の親子交流会でも作り楽しみました。 

子ども時代にもどって、空を見上げてみるのも良いのではないでしょうか。 

                             （図師学童保育クラブ指導員 北島） 

用意するもの 



手作りうちわ 

夏の暑さに涼しい風を送るうちわを作りませんか？ 

貼り絵で夏らしさを表現しましょう。 

無地のうちわ 折り紙 のり えんぴつ 

① デザインを考え、下絵を書く。 

② 折り紙をちぎって貼り絵にする。 

大蔵クラブでは、ひまわりを作りました。 

その他にもすいかやきんぎょなど、夏らしいデザインを考えて、作ってみましょう。   

                             （大蔵学童保育クラブ指導員 鶴岡） 

 

紙皿フリスビー  

紙皿２枚、ペン、ビニールテープ、ホチキス、はさみかカッター 

① 紙皿を２枚用意し、１枚は真ん中を直径 10ｃｍ程度に丸く切り抜きます。 

② ２枚の紙皿の外側に絵を描きます。 

         ③ ２枚の紙皿を合わせて４箇所をホチキスで止め、上から周りをビニールテープで

とめれば完成！！（ビニールテープで止めるところは尐し難しいです。） 

でこぼこで丸い紙皿に絵を書くのは尐し大変ですが、丸い形を生

かして絵を書くことができるので楽しいです。完成したら、飛ばし

てみましょう。飛ばすときには広いところで、周りに人がいないか

を確認しましょう。線を引いてそこからいっせいに飛ばし、誰が一

番飛ぶのか対決をすると盛り上がります。世界に一つの自分だけの

フリスビー、ぜひ作ってみてください。 

                            （高ヶ坂けやき学童保育クラブ 松井） 

 

スライム 

いつも大人気の工作『スライム』の作り方を紹介します。 

         ＰＶＡ（ポリビニルアルコール）配合洗濯のり、色のついた水、ホウ砂（目の消毒用

粉）を溶かした溶液、フィルムケース、割り箸、紙コップ 

① 洗濯のりと色のついた水を混ぜる。 

② ①にホウ砂を溶かした溶液（子どもたちは魔法の水と呼ぶ）を混ぜる。 

あ～ら丌思議、さらさらの色水がもったりとした固まりになり、なんともいえないデロっとした物体に

なります。ちょっとひんやりとして手にはくっつかず、柔らかくてぷにぷにっとしているのが『スライム』

（子どもたちによれば）。なぜかこの感触が子どもたちにうけているのです。 

そよかぜクラブでは、毎年、『町田市学童まつり』にこのお店で参加しています。上記の三つの材料を

それぞれフィルムケースに入れ、紙コップの中で混ぜ合わせるというやり方です。ホウ砂の量を変えると、

固め、柔らかめの仕上がりが調節できます。３００人分ぐらい用意するのですが、必ず終了時間より早く

なくなってしまいます。秋に行う『そよかぜまつり』でも、これまた必ず子どもたちのコーナーのとして

リクエストされています。 

それほど人気の『スライム」ですが、作り方は色々あるようです。決まりはないので、どうぞご自由に

おためし下さい。                    （そよかぜ学童保育クラブ 三階）
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わたしのおすすめ 
絵本･児童図書紹介第３弾 

      第３弾より保護者の方の絵本・児童図書の紹介も行っていきます。 
 

「ドリトル先生」シリーズ 作：ヒュー・ロフティング （岩波書店） 

私の一押しは「ドリトル先生」シリーズです。動物と話が出来るドリトル先生が沢

山の冒険をする話で、全部で 12 巻あります。小学生の時何回もくり返し読んで大好

きで「ドリトル先生の弟子になりたい！」と本気で思いました。 

今は小さい文庫シリーズも出ていますが、是非ハードカバーで読んで欲しいです。

全てふりがながふってあるので、小学生なら読めます。小さい段落に別れているの

で一節ずつ読み聞かせも出来ます。今ちょっとめくったら綺麗な日本語だったなあ

と再発見。 

「ドリトル先生丌思議な旅」という 1967 年作の素敵な映画もお薦め！（エディ・

マーフィーの方はちょっと違う。）あ〜、書いていたら又読みたくなりました！！ 

（成瀬学童保育クラブ保護者 志村） 

 

「ぼくを探しに」「続ぼくを探しに ビッグ・オーとの出会い」 

作：シェル・シルヴァスタイン（講談社） 

 ２冊の本は姉妹本です。『ぼくを探しに』は、丸いが欠けているところがある“ぼ

く”が、転がりながら自分の『欠片』を探しに旅に出ます。なかなかぴったりの欠

片が見つからないけれど、花や蝶と出会い、歌いながら旅をします。ようやく見つ

けた欠片、でもぴったりはまってよく転がるけれど、花や蝶を追い越し、歌も上手

に歌えないと気がついた“ぼく”は、そっと欠片を地面に置き、一人で旅の続きを

始めます。 

『続ぼくを探しに ビッグ・オーとの出会い』は、今度は『欠片』である“ぼく”

が、じっと地面で“ぼく”を運んでくれる“誰か”を待っています。ある日ビッグ・

オーがやってきて、運命の出会いと感じた“ぼく”ですが、ビッグ・オーは、『欠

片』を探す旅をしていませんでした。“ぼく”に、「自分で転がってごらん」と促す

ビッグ・オーは、やがて去っていきます。“ぼく”は尐しずつ転がり始めました。 

２冊の本は、とてもシンプルな絵で、色彩もないのに、言葉のリズムと絵がとて

もよく合っています。“ぼく”は何者か。私が高校生の頃初めて読んだ時、自分探しの旅に出る“ぼく”

に、とても共感したしたことを思い出します。                 （事務局 佐山） 

今 後 の 予 定  
９月  ４日（金） １９：３０～ ：調査研究委員会・広報委員会 市民フォーラム 第１・第２学習室  

９月  ５日（土） １９：３０～ ：事務局会議  公民館 学習室３ 

９月１８日（金） １９：３０～ ：保護者会との懇談会  ことばらんど 第６会議室 
 

編集後記 

● 夏休みは宿題の読書感想文に悩まされた方も多いのでは？？小２の息子、前半は読みたがらず気をもみましたが、頑張ってひとつ

読み終え、まんざらでもない様子。親子でいっしょに楽しみながら、秋以降も続けられるといいな。（わんぱく保護者 佐々木）                                                   

● 夏休みもあっという間に後半です。子どもたちと一緒に、夏にしかできない思い出をまだまだたくさん作ります。 
（高ヶ坂けやき指導員 松井 ） 

『くれよん』は保護者と指導員で構成された広報委員会が毎月発行しています。バックナンバーの一部はホームページでご覧いただけます。

http://www.machida-gakudou.coｍ 
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